
水道料金改定（案）の概要について
～信頼と安心を未来へつなぐために～
問合先　市上下水道部経営企画課（M43-2169）

1カ月あたりの家事用水道料金の現行料金と改定案の比較

改 定 案

（税込　単位：円）

使用水量

現行料金

値 上 額

釧路市水道キャラクター
「ぴっちょん」

　上下水道事業審議会の答申を踏まえ、
2026（令和８）年４月１日使用分から
の水道料金について、12.2％値上げす
る料金改定案としました。

ポイント 11

下水道使用料の改定は行いません
　下水道事業では、2031（令和13）年度には資金不足が生じる見通しであり、将来の経営は楽観できる状況にはないものの、上下水道事
業審議会からの「下水道使用料の改定は直ちに必要な状況ではない」との答申を踏まえ、下水道使用料の改定は行わないこととしました。

ポイント 33

　水道事業では、2029（令和11）年度末までに約20億
円の資金不足が見込まれています。この不足分をすべて料
金改定で賄おうとすると12.8％の値上げが必要となりま
すが、答申を踏まえさまざまな物価が高騰する厳しい社会
・経済状況を考慮し、出資制度を活用した場合の限度額と
なる9,750万円の出資を一般会計から行うことで、改定
率を0.6％抑制します。

ポイント 22
本来の改定率12.8％ 資金不足　約19億7,100万円

実際の改定率　12.2％

出資金
9,750万円 改定分の水道料金　約18億7,400万円

軽減された改定率
0.6％

負担軽減のため改定率を抑制

水道料金を12.2％値上げ

料金は
いくらに
なるの？

　水道事業の経営は、水道を使用した方に負担いただいている水道料金で賄われています。
　市は、水道水の安定供給のため施設や管路の整備・維持管理に取り組んでいますが、人口減少等による水道
使用水量の減少や施設の更新に必要な資材等の価格高騰等により、厳しい経営状況にあります。
　このような中、「上下水道事業の経営のあり方」および「上下水道料金のあり方」について、市長から上下
水道事業審議会へ諮問を行い、「水道料金の値上げはやむを得ない状況である」との答申をいただきました。
　現在、答申を踏まえた料金改定案を2025（令和７）年６月定例市議会に提出し、市議会の上下水道事業審
査特別委員会で話し合いが行われているところです。

１ 水道料金を12.2％値上げ 
２ 改定率の抑制（出資制度の活用）
３ 下水道使用料は据え置き

料金改定（案）の
つの３つのポイント

水道事業の経営状況…… ……
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